
 75

参考１ 青森県農村工業農業協同組合連合会 

  
 

会社名   青森県農村工業農業協同組合連合会  
代表者名  越田 栄秋 

開発部署名 生産部 技術管理室 

担当者   境谷 幸男 

 

 

（１） 果実加工品の種類 

①りんご果実ソース、 ②りんご＋人参果実ソース、 ③りんご＋トマト果実ソース 

 

 

（２） 試作品の姿（写真等） 

200ml ジャム瓶（別紙写真参照） 

性状：りんごパルプとりんご濃縮果汁をベースとした、ペースト状のとろみのある状態 

 

 

（３） 原材料（うち果実の品目、果実の割合等） 

①りんご果実ソース 

りんご 4倍混濁濃縮果汁 20%、りんごパルプ（無糖）80% 

②りんご＋人参果実ソース 

りんご 4倍混濁濃縮果汁 20%、りんごパルプ（無糖）10%、人参パルプ 70% 

③りんご＋トマト果実ソース 

りんご 4倍混濁濃縮果汁 10%、りんごパルプ（無糖）80%、トマトピューレ 10% 
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（４） 加工品のコンセプト（開発に当たっての新たな視点等） 

 

りんごにはカレーの味をまろやかにする効果があり、隠し味に使われている。 

家庭では生食用のりんごをすりおろして、仕上げにカレーに加える。 

簡単に、手軽に入れられる状態のものを提供。すりおろす手間を省く。 

更に人参、トマトを加え、健康的なイメージを付加する。 

青森県産の原材料を使用することで、「安全・安心」な製品を提供する。 

①りんご果実ソース（りんご 4倍濃縮果汁＋りんごパルプ） 

 →加えることで、カレーの味がまろやかになる。 

②りんご＋人参果実ソース（りんご 4倍濃縮果汁＋りんごパルプ＋人参パルプ） 

 →加えることで、カレーの味がまろやかになる。人参の味が気にならないので、 

  嫌いな人でも気軽に人参を摂取できる。 

③りんご＋トマト果実ソース（りんご 4 倍濃縮果汁＋りんごパルプ＋トマトピュー

レ） 

 →加えることで、カレーの味がまろやかになる。更にトマトの風味が味に爽やかさ

を出す。 

 

（５） 加工品試作までの検討の経過、各種調査の内容 

ＮＯ. 月日 
メン 

バー 
検討内容 検討結果 

１．市販のカ

レーに合

わせた果

実ソース

の検討 

 

7/14 

技術 

管理室 

(2 人) 

(1)市販のカレールーに、

りんごパルプとりんご

濃縮果汁を混合したも

のを加えた試作の実

施。 

(2)商品開発企画書と試

作品品質設計書の作

成。（スペックの作成）

 

ア．りんご果実ソース 

 りんご 4倍混濁濃縮果汁 20%、りん

ごパルプ（無糖）80% 

イ．りんご＋人参果実ソース 

りんご 4倍混濁濃縮果汁 20%、りん

ごパルプ（無糖）10%、人参パルプ

70% 

ウ．りんご＋トマト果実ソース 

りんご 4倍混濁濃縮果汁 10%、りん

ごパルプ（無糖）80%、トマトピュ

ーレ 10%） 

以上の内容に決定。 

２．サンプル

作成 

 

 

9/25 

 

技術 

管理室 

(2 人) 

 

 

(1)試作品品質設計書に

合わせた試作品の作

成。 

  

 

 

ア．容器を 200ml ジャム瓶とし、ペー

スト状のとろみのある試作品の完

成。 

 

※サンプル作成時写真挿入 
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プロジ

ェクト

チーム 

（7人） 

(1)プロジェクトチーム

による試食前打合せの

実施。(開発、アンケー

トについてのアドバイ

スや、意見交換。) 

 

ア． ターゲット・市場をどこに設定

するかで味の作り方、容量、ネー

ミング等が決まる。 
イ．全国のどこで販売するかに合わ

せ、消費者アンケートを実施する。 
ウ．デザインについてはプロの原案を

何候補かに絞り、消費者に投票し

てもらう。 
エ．カレーの好きな高校生以下の若い

人に受け入れられる様な商品にす

る。 
オ．りんごカレーとの差別化、アピー

ルが必要。 
カ．カレーのトッピングという新しい

楽しみ方がある。 
等のアドバイス、意見を得た。 
 

３．試食検討

会、アンケ

ート調査 

10/9 

試食会 

参加者 

(43 人） 

(2)一般的なカレーに試

作品を加えて試食しても

らい、技術管理室作成の

アンケート調査を実施。

 

ア．カレーを食べる頻度。 

イ．試作品のカレーに対する適量。 

ウ．カレーと試作品の混合後の味。 

エ．改善点等。 

オ．試作品の魅力。 

カ．製品の容器について。 

キ．製品化した場合の購入理由。 

ク．製品に付加して欲しい特徴。 

 

等の質問に対し、プロジェクトメンバ

ー、一般消費者、本会職員等 43 人か

ら回答を得た。 

 

４．首都圏に

てモニタ

リング調

査 

 

12/20 

～ 

1/16 

一般 

消費者 

(30 人) 

(1)良品工房に委託し、首

都圏一般消費者に対

しアンケート調査実

施。 

 

ア．カレーを作る頻度。 

イ．カレーの隠し味に使う素材。 

ウ．カレー用トッピングの使用頻度。

エ．果実ソースを使っての感想。 

オ．購買意欲。 

 

等の質問に対し、一般消費者 30 人か

ら回答を得た。 
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５．首都圏に

てグルー

プインタ

ビュー 

 

1/16 

一般 

消費者 

(4 人) 

 

(1)良品工房に委託し、首

都圏一般消費者4人を

対象に井戸端会議を

実施。 

  

 

 

アンケート結果を踏まえ、消費者の生

の声を聞きながら意見交換を実施し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 79

（６） 消費者等の反応 

NO． アンケート内容 結果 

1．試食検討会 

 

(10/9 実施) 

 

参加者： 

 男子 13 人 

 女子 25 人 

 不明 5人 

 合計 43 人 

 

(１)カレーはどのくらいの頻度で食べ

ますか？ 

 

(２)カレーには各試作品を何杯くらい

お入れになりましたか？ 

  

 

(３)カレーと各試作品の混合後の味は

どうでしたか？ 

 

(４)試食して気になる点や、改善点が

ありましたら、ぜひお書きくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)この製品のどこに魅力を感じます

か？ 

 

 

 

(６)製品の容器については使いきりの

スティックタイプと、使い分けがで

きるソフトチューブタイプを検討

していますが、どのような容器が使

いやすいと思いますか？ 

 

(７)もし製品化した場合、どのような

用途で購入したいですか？ 

 

 

(８)この製品にどのような特徴が付加

されたら購入したいと思いますか？ 

…7割が月 1、2回と回答した。 

 

 

…過半数がスプーン1杯程度(約5g)と

回答した。 

 

 

…ほぼ半数が美味しい、2 割は不味い

と回答した。 

 

ア．入れる量でどのように味が変化す

るのか、パッケージに記載して欲し

い。 

イ．ルーと一緒に煮込むものにしては

どうか。 

ウ．う少し水っぽさがない方が良い。

エ．りんごソースは少し甘ったるいが、

子供にはとても良い。 

オ．混ぜて食べるのか乗せて食べるの

か、どうしたら良いか迷った。 

 等の意見を得た。 

 

…青森県産という安心感や健康志向、

カレーに入れる果実ソースという

新しい発想に魅力を感じるという

回答が多かった。 

 

…スティックタイプ、チューブタイプ

ほぼ同じくらいであった。賞味期限

等品質を考えて、小分けタイプが支

持された。 

 

 

…6 割が自家消費、3割がお土産にする

と回答した。約 1割購入したくない

と答えた。 

 

…回答数が少なかったが、過半数が魅

力的な味と回答した。 
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2．モニタリン

グ調査 

 (首都圏） 

 

(12/20～1/16 

実施） 

 

参加者： 

一般消費者 

(主婦) 30人 

（１）どのくらいの頻度でカレーをつ

くりますか？ 

 

（２）カレーにかくし味を使います

か？ 

 ア．どんなものをどんなときにどの

ように使いますか？ 

 

 

 

 

 イ．カレーを食べる直前に味を調節

するものを使いますか？   

 

 

 

（３）べつの美味しい食べ方・使い方

の提案 

 

 

 

 

（４）気になること、その他提案 

 

 

 

 

 

 

 

（５）購買意欲 

 

 

  どんな店に置いてあれば買います

か？ 

 

  どんな形態・体裁であれば買いま

すか？ 

    

いくらぐらいであれば買います

か？ 

…7.5 割が月 1、2回と回答した。 

 

 

 

 

…20 人がそれぞれりんごすりおろし、

ソース、ケチャップ、バター、コン

ソメ、チョコレート、コーヒー、し

ょうが等を使用していると回答し

た。 

 

…20 人が使用しないと回答した。残り

の 10 人も隠し味に使われるものと

ほぼ同じ内容のものを、食べる直前

にカレーにかけると回答した。 

 

ア．肉の漬けダレ(下ごしらえ) 

イ．焼肉のタレに混ぜ込む 

ウ．ドレッシングに入れる 

エ．ハンバーグソースに混ぜる 

等の提案があった。 

 

ア．賞味期限の記載が欲しい。 

イ．原材料、成分表示の記載が欲しい。

ウ．添加物が気になる。 

エ．瓶は使い辛い。使い切りパックが

良い。 

オ．りんごは自分でもすれる。 

等の意見があった。 

 

…購入したい…43％ 

 購入したくない…53％ 

 その他…4％ 

…スーパー、生協、ディスカウントシ

ョップ 

 

…小瓶、チューブタイプ 

 

 

…300～500 円が多かった。 
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3．グループイ

ンタビュー 

 (首都圏） 

 

(1/16 実施) 

 

参加者： 

一般消費者 

(主婦) 4 人 

 

（１）食べる前の印象 

 

 

 

 

 

（２）食べて、使ってみての感想 

 

 

 

 

 

 

（３）量・容器 

 

 

（４）使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）価格 

 

 

（６）どんな売場、棚にあればよいか

 

 

 

 

ア．量が多い。 

イ．離乳食みたい。 

ウ．ソースという名前からもっと加工

されているものを想像した。 

等の意見があった。 

 

ア．カレーが甘くなるので好まない。

イ．カレーが温くなる。 

ウ．子供に好評だった。 

エ．適量が分からない。 

オ．味に余り変化がなかった。 

等の意見があった。 

 

…チューブタイプ、個別包装が良いと

の回答が多かった。 

 

ア．カレーに限定せず、色々な使い方

をレシピにして付けて欲しい。 

イ．もっとりんごの形が残るようにし

てトッピングとしたい。 

ウ．りんごの品種にこだわったものが

良い。 

エ．焼肉のタレに入れたら美味しかっ

た。 

等の意見があった。 

 

…500 円以内との回答があった。 

 

 

…カレールーの棚、焼肉のタレのそば、

ジャム売場等の様々な意見があっ

た。 

まとめ 

  

果実ソースを加えることでカレーの味がまろやかになるが、カレーがぬるくな

るという声や、容器が大き過ぎて賞味期限が心配な為、使いきりにして欲しい

という声が多かった。又、りんごのすりおろしはわざわざ買わないで自分で作

る方が安上がりだという声も聞かれた。どこの売場に置いた方が良いかの質問

には、果実ソースの使い道があやふやな為、決定的な意見は聞かれなかった。
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（７） 製品化の見込み、方針 

 今回の結果から、果実ソースをベースとして、調味料を単品でなく群として企画しては

どうかとのアドバイスを得た。最終的にどの様な群にするかを考え、徐々にアイテムを増

やしていく。先ず手持ちのりんごを使ったソース（たれ）を作り、次にステーキソース、

バーベキューソース、等を作ってはどうかとあった。これらの得られた意見を参考に、企

画を立て直し、更に検討していく。 

 

（８） 協力機関等 
東北農政局青森農政事務所 

青森県農林水産部 

青森県ふるさと食品研究センター農産物加工指導センター 

青森県工業総合研究センター弘前地域技術研究所 

中南地域県民局地域農林水産部 

 


